






　既に報告した paired TSH assay 法を用いて 1975 年 11 月から 1978 年 12 月

まで、大阪地区て実施したクレチン症マススクリーニングの結果を報告する。

システムは、出生後 5～7 日て採血された濾紙が送られて来ると、まず I.D な

どがコンピューターへ入力される。第 1回の paired assay は生後 9-11 日に行

なわれ、その 4percentile について第 2回 indiridual assay が行たわれる(16

～18 月)。再び 4 percentile に入ったものをすぐ呼出し(23-25 日)、血情 TSH、

T4、T3 を測定して最終確定診断後治療を開始する(生後 33-39 日)。結果は、

コンピューターでプリントされ報告される。このシステムにより現在まで、一

般新生児 103,352 例をスクリーニングし、92 例を呼出し、12 例のクレチン症

のほかに、我々のいうし、わゆる〝高 TSH 血症〟7 例を見出した(表 1)。本ス

クリーニングは、呼出し率の少ないこと(C 法でも 0.2%)軽度 TSH 上昇例も見出

し得る点すぐれた方法と思われる。なお見出されたクレチシ症の内訳は表 2に

示す通りである。


